
M1 

要旨(総論) 

M-1 グランプリが通常のスポーツ競技と同様に「競技人口が増えれば競技レベルが上がる」という

特徴があるのかを明らかにするためにデータを収集し、分析した。公式ホームページで 2001 年か

ら 2022 年までの M-1 グランプリの参加者数と得点差を収集してグラフ化し、「参加者数が増えれば

競技レベルが上がる」ことを仮定して作成したグラフと概形を比較した。また、対数をとってモデ

ル化を行い、モデルと実測値が一致するかどうかを調べた。結果、グラフ全体に関しては「参加者

数が増えれば得点差が縮まる」という傾向が読み取れた。一方で、モデルと実測値が一致しない部

分に関してはそれぞれ定性的な要因分析を行い、前年度の成績や出順、審査員によって得点差が大

きく左右されるという特異性があることがわかった。したがって、M-1 グランプリにおいては参加

者数の増加に伴って得点差が上がる、すなわち競技レベルが上がると考えられる一方で通常のスポ

ーツ競技にはない特異性もあるということがわかった。 

 

背景と目的 

オリンピックやワールドカップなどのスポーツ競技においてはその国の競技人口がメダル獲得数に

関係しているようだが、競技漫才においても同じような傾向が見られるのか。 

2023 年 12 月 24 日、M-1 グランプリが開催された。「カベポスター」や「さや香」などの強豪お笑

いコンビを抑え、今年は 2018 年結成の大学お笑いサークル出身芸人である「令和ロマン」が優勝

を果たした。M-1 グランプリは 2001 年から始まり、今年まで年々参加者を伸ばしている。それと同

時に注目度も上がり、漫才の質も年々磨きがかかっていると言われている。一方、オリンピックや

ワールドカップなどのスポーツ競技においては、競技レベルが競技人口と相関がある場合が多い。

スポーツとは異なる特徴を持つ「競技お笑い」である M-1 グランプリにおいては、他のスポーツ競

技と同様に競技レベルと競技人口に相関があるのかを明らかにするために本研究を行うこととし

た。 

 

先行研究 

まずスポーツに関する先行研究として「女子ラグビー」「高校女子三段跳び」「国別のオリンピック

におけるメダル獲得数」においては、競技人口と競技レベルに相関があることが示された。 



また、漫才に関する先行研究としては、「漫才は時代と共にその類型が変化している」というものが

あり、スポーツとは異なる漫才の特異性について部分的に示唆されていた。 

以上から、わかっていないこととして「M-1 グランプリという競技漫才において、他の競技が持つ

競技人口と講義レベルの相関があるのか」という問いが明確になった。以下、この問いを検証する

ためにデータを収集し分析した。 

したがって、本研究で明らかにすることは「2001 年から 2022 年までの M-1 グランプリにおける、

出場者数と競争力の差(得点差)の関係」であり、得点差の分析に基づいて M-1 グランプリの競技と

しての性質を明らかにすることを本研究の目的とする。 

 

データ 

M-1 グランプリ公式ホームページより、2001 年から 2022 年(M-1 グランプリが開催されなかった

2011~2014 年を除く)のものを使用した。 

「競争力」に関してはそれぞれの年の決勝戦 1st round の 1 位と最下位の点差とした。また、採点

方式の変更によって年によって満点の点数が異なるため、全ての年の点数を 800 点満点に換算して

均した。 

「出場者数」に関しては同ホームページにおいて各年における M-1 グランプリの予選の参加者数を

調べた。 

 

手法 

まず、M-1 グランプリにおいて「出場者数が増加すると得点差が小さくなる」かどうかを検証し

た。手法として、得点が全ての参加者において均等さになっていると仮定し、参加者別の理論上の

得点差を求めた。1結果は以下のグラフの通りである。 

 
1 例えばエントリー数 2000 組、決勝戦 1st round 出場者数 10 組とした時、1 位と最下位の得点差は

800(点)*10(組)/2000(組)＝4 点 と予測できる 
 
 



図 1:理論値 

図 2:実測値 

 

上記の図 1、図 2 のように、理論値のグラフと実測値のグラフを比較した時、グラフの概形が一致

した。このことから、M-1 グランプリにおいて、「参加者が増加すると得点差が縮まる」という壮観

関係があると考えられる。 

次に、M-1 グランプリという競技の特異性を調べるために、モデル化を行い、その理論値と実測値

をグラフ化して比較した。グラフの概形から対数のモデル式を作成した。導出の式は以下の通りで

ある(a,b は係数、X:参加者数、Y:得点差) 

 

InY=aInx+b 

InY= In Xa+bIne 



Y=eb*Xa 

 

計算の結果、logX、logY は以下のようになった。 

図 3,4   

図 3、4 の値を用いて回帰分析を行った結果、係数 a、b の値は以下のように導かれた。 



 

図 5:回帰分析の結果 

したがって、 

a=-0.7798006、 

b=10.6527308 

を得た。これを利用して以下のグラフを描いた。 

 

結果  



 

図 6:結果 

 

結果として、得点差が大きい年は 2001,2005,2006 年、得点差が小さい年は 2015、2016 年であるこ

とがわかった。 

 

考察 

通常の競技においては競技者が多いと競技水準が高くなる傾向があり、お笑いでも一般的にはエン

トリー数が多いと最高点と最低点の得点差が小さくなり、これは競技水準が高くなることを意味す

る。M-1 グランプリにおいても同様の傾向は見られた。しかし一方で、回帰分析を行った結果、上

記のように複数の年でトレンドと合わない値が出てきた。よって、それぞれの要因をここで定性的

に分析する。 

まずは得点差が明らかに大きい年(2001、2005、2006 年)についてである。2001 年は採点方式が現

在と異なっていたことが要因として挙げられる。2001 年は観客が参加する方式の採点方法が採択さ

れていたことにより、点差が大きくなったと考えられる。また、2005 年はトップバッターに癖のあ



る漫才コンビが登場したことが要因となっていることが考えられる。場が温まっていない状態で癖

の強い漫才が行われたことで、通常よりも低い点数がつけられた可能性が大きい。このことから漫

才においては他のスポーツ競技とは異なり、場の雰囲気に点数が左右されるという特性がここで浮

き彫りになった。さらに 2006 年においては前年度好成績者がトップバッターであったことが要因

と考えられる。前年度の M-1 グランプリで好成績を残してメディア出演が増加した結果、本来の仕

事であるネタづくりを優先できず、ネタの完成度が低くなってしまったペアが低い特典をつけら

れ、得点差が大きくなったのではないか。 

一方で、得点差が明らかに小さい年(2015、2016 年)に関しても定性的な要因分析を行った。まず、

2015 年は審査員が影響していると考えられる。この年は M-1 グランプリ優勝経験者や若手などが多

く審査員に起用され、皆が平均的な点数をつけたため得点のばらつきが小さくなったと考えられ

る。また、2016 年に関しては高得点のコンビの出順がばらばらになっており、会場の熱量に波がな

かったことが原因で特典にばらつきが少なかった可能性があると考えられる。 

以上の定性的な要因分析から、M-1 グランプリは一般的なスポーツ競技と同様に競技者が多い方が

競技水準は高くなる傾向があり、エントリー数が多い方が差は小さくなると考えられる。一方で、

前回大会の成績、トップバッターのレベル、審査員のメンツなど漫才特有の事象が大きく影響し、

年によってイレギュラーな結果が得られるという特異性が明らかとなった。 
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